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あらまし：本稿では，教師と学習者によるタブレット端末での利用を想定した，音声を伴った板書データ

共有機能を備えた中国語学習支援システムの設計・開発について述べる．本システムを用いて，タブレッ

ト端末上の電子黒板の内容及び音声によるやりとりを，教師と学習者間でリアルタイムに共有するととも

に，再生可能なデータ形式で記録しておくことで，学習者の事後学習に役立てたり，学習コンテンツとし

て再利用したりすることができる． 
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1. はじめに 

タッチ入力，音声録音，データ通信機能等を備え

た高性能なスマートフォンやタブレット端末の普及

に伴い，これらの端末で利用可能な教育・学習用途

向けの様々なアプリケーションが提供されるように

なっている．中国語学習を支援するための e-Learning
システムについても，文法・語彙・発音といった基

本学習から，中国語会話や翻訳といった上級者向け

の学習を支援するものまで，多くの有用なアプリケ

ーションが利用可能となっている． 
本研究では，少人数クラスにおける教師と生徒間

での利用を想定した，タブレット端末を活用した中

国語学習支援システムの設計・開発について述べる．

本システムでは，タブレット端末のタッチ入力画面

を電子黒板に見立て，リアルタイム・データ通信に

より，電子黒板の内容を，タブレット端末を所有す

る者同士で共有することにより，中国語レッスンを

行う．タッチ画面上の電子黒板に描かれた内容を記

録しておき，レッスンにおいて発話された音声情報

を関連付けることにより，後からビデオを見るよう

にレッスン時の電子黒板の内容を再生することがで

きる． 
中国語学習において，漢字（簡体字や繁体字）の

書き方，及び発音の習得は必須(1)である．漢字の書

き方については，書き順を理解することが要求され

るので，電子黒板上に描かれた内容を，書かれた順

序で再生できる機能は有用であると考えられる．ま

た，発音については，ピンイン，注音，ウェード式等

の表記方法を用いて，声調も含めた発音の仕方を確認

することができるが，実際の中国語の発声では声調が

変化する場合もあるので，それらを矢印等で図示しな

がら説明することで生徒への理解を促すことができる． 
 

2. 関連研究 
これまで，中国語学習の支援するために，マルチ

メディアを活用した学習教材，Web 環境での遠隔学

習を支援するシステム，スマートフォンやタブレッ

ト端末等で利用可能な中国語学習アプリケーション，

ゲーム性を取り入れた小中学生向けの学習教材等，

多くの e-Learning システムが開発されている．  
文献(1)において，湯山等は，中国語発音教育にお

いて声調感覚の習得を補助するための声調波形表示

機能を備えた学習補助システムを提案している．ま

た，菊地等は，日本語と中国語の文章及びその発音

を聞くことのできる音声付遠隔学習システムを Web
環境上に構築している(2)． 

 
3. 中国語学習支援システム 
3.1 システム構成 

 

 
図 1 システム構成 

 
本システムは主として，(i)電子黒板を備えたクラ

イアント GUI，(ii)音声を伴った電子黒板の内容をク

ライアント間で共有するためのコミュニケーショ
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ン・サーバ，(iii)各レッスンにおいて記録された電子

黒板の内容を生徒及び一般の人々へ公開するための

コンテンツ配信サーバ，により構成される（図 1）． 
 

3.2 クライアント GUI 
本システムのクライアント GUI は，スマートフォ

ン，タブレット，及び PC の Web ブラウザから利用

可能となっている．iOS や android OS を搭載したモ

バイル端末ならば，ネイティブアプリとしてインス

トールし，使用することができる． 
クライアント GUI 上の電子黒板を図 2 に示す．利

用者は，タッチ入力が可能なデバイスを用いること

で，電子黒板上でペンの色や太さを変更しながら，

手書きで文字や図を描くことができる．また，図 3
は，各レッスンにおいて記録した電子黒板の内容を，

事後学習等において利用者が確認するための，学習

コンテンツ選択 GUI を示している．一つのレッスン

の内容は，複数の電子黒板として保存することがで

き，選択した各電子黒板の内容は音声情報を伴って，

ビデオのように再生することができる． 
 

 
図 2 電子黒板 GUI 

 
図 3 学習コンテン

ツ選択 GUI 
 

3.3 各サーバの機能概要 
コミュニケーション・サーバは，リアルタイム通

信機能を備えており，少人数クラスにおいて，教師

及び生徒が記述した電子黒板の内容をレッスンの参

加者全員で共有することができる． 
また，コミュニケーション・サーバ内の記録モジ

ュールにより，各レッスンにおける複数の電子黒板

の内容を図 4 に示す構成で保存することができる．

本システムでは，電子黒板の記述内容を時系列のコ

マンドデータ（表 1）として保存し，さらに，板書

しながら発声した音声情報も電子黒板の内容と時刻

で関連付けて保存することができる（図 5）．なお，

図 4 の座標パスにおいて，手書き入力の軌跡は，SVG
の path 要素を利用して記録されている． 

記録された電子黒板の内容は，コンテンツ配信サ

ーバ内の再生モジュールにより，レッスン時に電子

黒板に描いた順序でビデオのように再生することが

できる．ここで，コンテンツ配信サーバは，各レッ

スンの内容を，レッスンを受講した生徒だけではな

く，一般の人々へも配信する機能を備えており，こ

れにより，様々な中国語学習コミュニティーによっ

て展開される中国語レッスンを共有の学習コンテン

ツ・アーカイブとして記録し，中国語の学習に興味

や関心のある人ならば誰でも，これらの学習コンテ

ンツを閲覧することが可能となる． 
 

 
図 4 電子黒板の構成 

 
表 1 コマンドデータの例 

ID 黒板 ID 座標パス 色 太さ ユーザ 時刻 

1 1-1 M155,153L156, 
153L157,… #00b2ff 0.75 teacher 20140620 

09:04:29

2 1-1 M176,151L201,1
51L202,… #ff0033 1.25 student1 20140620 

09:05:34
 

 
図 5 音声データの対応付け 

 
4. まとめ 

本稿では，教師と学習者によるタブレット端末で

の利用を想定した，音声を伴った板書データ共有機

能を備えた中国語学習支援システムの設計・開発に

ついて述べた． 
今後の課題として，実際のシステム利用によるユ

ーザビリティ評価から得られるフィードバックに基

づいて基本機能の改善・拡張を行うとともに，実証

実験により本システムの中国語学習支援に関する有

用性を評価していく予定である． 
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